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南海トラフ地震が近づく今



〈この課題に関わる目標〉



〈テーマ設定の理由〉

南海トラフ地震を取り上げたテレビ番組を見て、過去

にも南海トラフを震源とした地震が起きていたことを

知り、30年以内に70〜80％の確率で起きると言われ

ている巨大地震に備える事が何かできるのではない

かと思ったから。



〈南海トラフとはどこを指すのか〉

四国の南の海底にある水深

4000m級の深い溝のこと。

画像引用元（ウィキペディア

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E6%
B5%B7%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%95



〈過去の南海トラフを　　
震源とした地震〉　　　　　　　　

前回の南海トラフを震源とした地震

は77年前の昭和南海地震。被害は

中部地方から九州地方まで及んだ。

全壊家屋は約11,500件であった。

画像引用元（気象庁

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taio_
wg/pdf/h301101shiryou02.pdf



〈近年長野県内に被害を及ぼした主な地震〉

画像引用元（地震本部　https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_chubu/p20_nagano/



〈現状と課題〉

・住家が全壊・半壊ともに多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→過去に建

てられた木造の家屋も多く耐震性が十分でない？

・今後起こり得る南海トラフ地震の長野県の想定震度は最大で６強　だと

言われている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→今までに長野県

内で被害を及ぼした地震と同程度か、そ　　　　　れ以上の震度であり今

の状況を改善しなければより被害　　　　　が大きいものになってしまうこ

とが予想される



〈改善策〉

現在長野県で行われている事業『長野県耐震

改修促進計画（第Ⅲ期）』などを活用し、災害に

備える。

　　　　　　　　　



〈改善策〉

画像引用元（長野県HP
https://www.pref.nagano.lg.jp/kenchiku/kurashi/sumai/taishin/shindan/documents/00_gaiyo3.pdf



〈10代からの提言〉

南海トラフ地震のような大きな災害は未来の問題では

なく”いま”向き合うべきのものである。

決して他人事ではなく自分事として捉え、地域で手を

取り合い『住み続けられるまちづくりを』という目標を達

成すべきだ。



〈感想〉

自分自身も地震について知らないことが多く、今回調

べたことにより防災の意識が高まった。

また建物の耐震性だけでなく、安全な避難所の設置や

その位置の把握、個人でできる家具の固定など身近

なことから実践していきたいと思った。


